
企
部
官
邸
志
巻
十
三

五
O 

り
、
町
名
を
百
姓
町
と
呼
ぺ
り
と
云
ひ
仰
へ
た
り
。
按
宇
る
陀
、
邑

べ
し
。
さ
て
石
油
の
村
終
は
‘
モ
の
か
み
上
下
ニ
ケ
所
陀
家
建
を
た

し
、
上
石
捕
村
下
石
浦
村
と
呼
べ
り
。
立
文
十
二
平
山
月
長
谷
山

慈
光
院
山
来
牲
に
.
石
浦
庄
内
上
石
市
村
・
下
石
浦
村
保
川
崎
村
笠

舞
村
木
新
保
村
今
市
村
・
し
め
の
村
七
村
之
住
人
氏
一
脚
と
仰
吉
、

彼
地
陀
在
住
之
人
至
ν
子
ν
今点
需品
同
仕
。
と
あ
り
。
叉
点
字
二
年
の
由
来

容
に
も
、
円
品
寺
観
音
輩
は
‘
石
川
郡
石
浦
之
庄
内
笠
舞
・保
川
崎
・
上
石

由
、
古
来
巾
僻
候
。
と
記
紋
す
れ
ど
、
附
院
長
十
一
年
八
月
石
油
七
村

民
主
百
姓
と
い
ふ
は
い
と
上
代
よ
り
の
都
に
て
‘
日
本
紀
夫
武
容

に
.
五
年
四
月
間
旦
契
浪
図
司

h
.在
=
蹴
杵
郡
-
紀
医
阿
佐
腿
之
子
泌
a

京
国↓

郎
潟
=共
闘
之
百
姓
↓
と
見
h
た
る
な
ど
に
て
知
ら
る
。
榊
代

砕
也

K
、
大
巴
坑
命
奥
=
少
彦
名
命
↓
談
ν
力
一
v
心
。経早
朝曲天
下
↓
復
第
一
勘
…

見
事
山
生
及
務
産
↓
則
定
日
一共崎町
ν
病
之
方
↓
叉
銭
ν
媛
品
鳥
歎
昆
虫
之
交
具
一

則
定
=
其
叫
暗
記
厭
之
法
で
是
以
百
姓
至
v
今
成
中
t
a
凹
高
額
↓
と
あ
る
百
姓
を

ぱ
‘
沿
ん
た
か
ら
と
訓
め
り
。
た
ん
た
か
ら
は
大
賞
の
誌
な
り
。
舎

経
陀
所
ν
賢
悦
賢
と
い
へ
る
が
如
し
と
い
へ
り
。
さ
て
百
姓
は
符
姓
儲

浦
下
石
油
今
市
示
野
木
新
保
、
以
上
七
夕
村
之
人
民
奉
z
稼
敬

氏
の
窓
に
て
.
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掠
庶
の
義
た
り
。
放
に
日
本
紀
縫
憾
の
告
に
は
、
耐
骨

宵
姓
辿
判
肌
m
k
、
石
う
ら
村
彦
兵
衛
笠
舞
村
久
介
保
嶋
村
五
有
術

門
朱
免
野
村
八
右
術
門
・
山
崎
村
徳
右
衛
門
・
今
市
村
千
友
術
門

肢
を
私
自
ん
た
か
ら
と
よ
み
.
推
古
傘
に
は
、
公
民
或
は
兆
民
主
も
よ

木
，
新
保
村
進
兵
衛
。
と
あ
り
て

、
石
浦
。
山
崎
・
朱
菟
野
保
嶋
笠
鉾

め
り
。

今
市
木
新
保
の
七
村
主
ば
、
石
浦
七
夕
村
と
せ
り
。
き
れ
ば
布
山
来

品
川

u
北ハに
、
山
附
村
主
世
u
漏
ら
し
、
石
油
上

下
二
村
と
た
し
た
る
は
.

O
石
浦
村
吉
姓
来
歴

此
の
村
は
、
石
浦
郷
七
ク
村
の
一
村
也
。
石
湘
一糾枇
に
俳
来
せ
る
、

治
問
な
る
都
い
ち
じ
る
し
。
放
に
明
和
二
年
の
慈
光
院
上
申
牲
に
、

石
油
村
は
上
・
下
K
別
れ
、
今
の
石
油
町
民
下
石
油
村
、
百
姓
町
に
上

石
油
村
有
ν
之
、
上
下
一

在
所
也
。
と
被
せ
た
り
o
赴
共
の
貨
統
に

て
、
今
の
笠
舞
村
も
、
上
笠
舞
・
下
笠
舞
と
て
、
村
落
ニ
ク
所
に
分

一
村
と
左
せ
る
が
如
し
。
共
の
村
地
は
高
津
山
山
順
の
金

民
長
十
-
年
八
月
石
浦
観
音
の
事
に
付
吉
石
浦
七
夕
村
百
姓
の
連
判

せ
る
訴
放
に
、
民
長
七
年
三
月
十
一

日
に
石
う
ら
村
之
住
人
奥
三
兵

衛
E
{

一一山右衛
門
以
忠
商
使
-
彼
御
坊
へ
相
周
候
へ
ば
云
々
。
な
ど
記
載
し

て
、
共
の
蓮
暑
に
石
浦
村
彦
兵
術
と
あ
り
。
是
官
時
の
村
肝
煎
危
る

れ
つ
れ
ど
、
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